2015年1月23日（金）NewPJシリーズ学習会第4回
「新しい育種技術NBTって何？」の記録
話し手　立川　雅司 先生　　茨城大学農学部　教授
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■感想／分かったこと／難しかったこと／疑問に思ったこと／もやもや。何でも書いてください。
A)
・この先（時間）情報が読めるようになる？形質が現れるか

・日々食する食品に関して、将来どのように展開していくのか興味深いが、その研究段階で時々市民が知ることが出来たらと思う。
・遺伝子組換えが利点だけ取り上げると良いように思えるが、欠点や悪所は余り示されていない。この先：人が食し続けるとどう変化が起きるのかが不明で不安
・GM導入したものが成長が早まるのは、楽しみな面はあるが、果たして何の問題（リスク）はないものか。その物を継続捨て体に入れた場合はどうなっていくのか。人体、環境について疑問が残る。技術の向上＝人類の安全と物かなっていくものか？

・日本ではGMの作物は栽培されていないと（花）は例外と言いますが、大量のGMの作物が輸入（飼料、油）は必ず必要としている事が考えさせられ
・NBTの学習は数多く進めていただきたいです。庶民にまで説明が大切だと思います

・NBT・・・GMではないからといって（痕跡がないからGMじゃない？証拠は）、自分の遺伝子の操作なら（食品として環境に対して）安全という裏付けは？
・「日本人が本当に国内で作る大豆などNBTで作ってほしい」という人がいましたよ
・RNAウィルス。果樹の品種改良に今までの技術よりどのくらい効果的？
・中国が様々なGMを開発している→もし、輸入されたとして（混入したり）、GMなら検出できるだろうけれど、NBTなら証拠も残らジョークも言ってねない。不安だわ～。

・遺伝子操作はとても研究者の欲望をそそる分野だと思われる。歯止めをかけきれるのかが不安だ。
・NBTとγ線又は薬品で遺伝変異を起こす方法と結果は何がちがうのか？
・GM技術よりNBT技術のほうが自分の遺伝子の操作なのだからGMがいいならNBTもいいのではないか？
・NBT技術では切る場所・塩基を変えるなどの場所はどうやって決めるのか？塩基配列が解れば、それだけでその植物の性質が何故わかるのか

B)
・2回の出席でしたが大変良かったです。GMについては常に考えていた事。分かりやすく消費者の目線が良かったです。

・今日で4回目。大変良く理解しました。立川先生のお話しぶり藻よかったと思います。「ジョーク」やっとめぐり会えました。本日のお話しはやはり残るものとなります。お世話になりました。






・学者であり行政マンであった講師の先生のお話しは分かりやすかった。
・なぜGMが必要か、なぜ政府は海外からGMを受け入れるのかも今一度聞きたかった。特に北海道はGMがなくても買うことに困っていない現状。？が多い。
・閉ざされた空間はだめ
・放置される市民　一番の問題では
・食を護るのは北海道では？
・このような会が必要（重要！！）分からないなりに知る・聴くことが大切

C)
・企業の施策又は資本力だけで育種開発・改良研究がすすめられないことを望みます。真に諸医者の安全を、又、生活の向上が根底にありますように！！
・種なし果物をどのように増やしているのかもっとたくさん知りたかったです。子供にも興味があるので話してほしいです

・GMもNBTも研究開発を進める必要もあるし、生産する必要もあると思うが、できた商品がどのようなものであるか、はっきり分かるようにして、消費者がきちんと選択できるようなものになってほしい。
・消費者の知らないところで進んでいる。消費者は結果した知らされない感じがする。消費者は受身でしかいられないのか？
・GMかNBTかの線引きが（定義や法律では分かるが）もやもやする。

・本日part2　全く理解できませんでした。質問できない状況でした。

・研究することは大事な事だと思う。ただ、なにか、今のところ、わからない物に対してコストとリスクのバランスはどうなのか？そこまでしなくても、今のままでいいのでは

・NBTについても履歴を義務づけて環境えいきょうの調査をできるようにするべき
・NBTの様々な技術が複雑すぎてわからない→安全実験するの？
・なかったことにするみたいな安易な出し方はよくない。。。NBT
・なぜそんなにGM,NBTを開発するの。誰の為か
　　➡　グループ内では、コストが安ければメリットを感じる人も

D)
・GM作物について、好むと好まざるとに関わらず、将来GM作物が多くなる事が予想？され　　
ます。一般市民が避けて通れない問題と思われ、もっと詳しく勉強したいと思いました。

・難しかったので少し考えさせられました。食の安全は自分で勉強していくんですね
・日本政府はゲノム編集技術と育成過程でGMを使用するのを研究する方向で行くと言われますが、それは何年位かかりますか。それは可能で

・ゲノム編集ができるということは、DNA塩基のどこをどう切ったり別の延期におきかえるとどうなるかが解っているということですか。解っているとすれば、その情報は公開されるのですか。そうでなければ情報を持っている企業の独占（寡占化）が起こるのでは。
　➡　立川先生のお話しで分かりました。



・現在すでに多くのGM食品（特に油糧作物）や飼料が使用されていて、その安全性についてはある程度実績があると思いますが、何か大きな問題が（環境面で、とくに）ひそんでいるようなことがないのか
・GM,NBTは資本力のあるガリバー型企業が世界市場を独占してしまいそう。
・新しい技術革新によって生活の利便性が高まったことはこれまで工業製品の分野で強く感じましたが、これが農作物にも及んで国家間の食糧の安全保障との関係がどうなるのか（TPPもあるが）

・エピゲノム編集（弘前大学）のエピとは何ですか？
・もしもGM作物が認可されて。。。日本に独自の規制法を創り出して欲しい。できれば、手を加えない自然農法の作物が食べたいと思う。市民としては、まだ、遺伝子組換えは怖いものだと思います。
・今現在遺伝子組換え作物は日本に何種類か食べられているのでしょうか？

E)
・世界的にGM作物の栽培面積が増えていますが、それだけメリットが大きいからなのでしょうか？
・遺伝子組換え作物について除草や殺虫が代表と思いますが、現在において他にどのようなものがどのくらいあるのでしょうか？血糖値を上げないコメなど。

・GM大西洋サケの実績から、ティラピア→ニジマスと研究が進むというが、研究は哺乳類（食用）にも応用する方向になっているのか？
・SPT利用のトウモロコシを非GMと判断した理由は？

・NBTで植物の味も変えることはできますか？
・GM大西洋サケは成魚の大きさに早くなるのは理解できますが、どうして2倍の大きさにしなければならないのでしょうか

・国内におけるGM作物を規制している日本がDupont社の育成トウモロコシを非GMと判断したのはどうしてか
・遺伝子を相殺している点で遺伝子組換え作物とNBTとは同じものだと思えるが、あえてGM
か非GMかと議論する根本が良く理解できない

・NBTは遺伝子治療と同じ？
・人工的突然変異は何故GMなのか→生態系を変えるものか？
・同じ作物のものを組換えてもGMになぜ区分されるのか？p35
・傾向の違いは何に由来　p22
・生物、主食へのGM導入。世論の動向は？→人体への適用は？
・GM評価で×となった事例は？　交雑した場合の安全評価は→食品リスクでは？p10
・わが国でSPTトウモロコシを非GMとした理由は？p38
・カルタヘナ法はGMを対象にしているが、非GMにも拡大するという可能性は？
・日本政府は何故OECDに検討を要請？








F）
・日本ではGM作物の内、トウモロコシ、バレイショは輸入して消費に流通している？
・そのことについての議論は？
・GM作物の大量輸入の実際のエイキョウについては検討されている？

・NBTを知らない市民は多いと思われる。何故コミュニケーションされてこなかったのか
・NBTとGMの違い　検知可能（→表示する）不可能の違いだけ？
　　＜小さい文字で：　（不可能に下線を引いて）ソゴがしょうじる　むじゅん＞
・NBT作物の具体例をあげて（＝NBTをして、どういう性質の生物ができているのか）説明い
ただくと分かりやすいと思う。（新しく聞く言語→イメージ化できない）

・表示制度にまだまだ問題。日本では全重量の5％以下であれば表示免除。外国（EU）などは
1～2％（もっと下かも）以下だったと思う。日本ももっと厳しくならないものか
・輸入されている大豆等などで、日本人はもう組換え食品を食べている。これ以上×。自分で選
別できるよう表示の規則を厳しくしてほしい
・NBTであっても表示。OECDの情報、発表されていない
・GM作物の開発費用が1億360万ドル（110億円）。その分、もっと違う使い方があるのでは？
・有機＝遺伝子組換えではないと云うイメージが強いので、逆育種で作出された品種を認めない
⇒　賛成

・日本では①②タイプのNBTが研究されているという事だが、GMと認識していないのか？
　（見出できないか？？）
・どんどん新しい技術ができるが、従来の育種の技術と新しい技術とのさかい目がよく分からな
いというのが本当のところです
・日本ではNBTについて、食安などでとりあげられていないのか？
・新しい技術については、政府の（食安など）の見解がほしい
・外国で認められたNBTが外圧によってごりおしされるのが心配（TPP）


■アンケート調査から
１． シリーズ学習会に参加して　　　　　　　　
　
２．内容はどうでしたか

４．今後の学習会に参加したいと思いますか



３．運営の仕方は如何でしたか。感想やご意見をお願いいたします。
（1） 日程・時間帯・開催場所　　　　　　　　　　

・適切であった
・OK／OKです
・ちょうど良い／丁度良かった
・良い／良かったです
　　　・非常に良い
　　　・おおむね、よいと思う
・雪のない時が来やすいです
　　　・グループでの話し合いが、他のグループとの声が混じり、聞こえなかった
　　　・場所が分かりにくかった



（2） プログラム構成～「話を聴く、グループで話す、先生に聞く」という構成にした点

・とてもグループで話す、先生に聞くという構成は良かった。様々な考え方が出てきて、参考　
になった。グループ人数もちょうどよかった。
・グループで話すというのは、無駄な時間だと思う。他のグループで出た話が聞けないので、全員で質問したりの方が共有できるので、その方が良い
・話を聴くOK、先生に聞く→この時間帯をもっと多く設定してほしい
・講義を聞く時間がもう少し長いとうれしいです
・グループでもっとゆっくり話をする時間もほしい
・役割分担があり進めやすかった
　　　・質問と解説がマッチしていると思われ、わかりやすかった
・話をスムーズに進められていた様です
　　　・良かったと思います
　　　・リラックスできた
　　　・自分自身、とっても受け身になって、考えがまとまらなかった
　　　・グループディスカッションとの〇〇長く　5分

　　　（３）その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　・時間が短かった（しかたがないけれど）
　　　・私共が生きていく上で大切な食のお話しであり、とても興味があった。
　　　・楽しかった
　　　・大変学習になりました
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【A】グループで出された意見や疑問●交雑交配は自然現象的に可能ですか
●遺伝子組替の安全性はどうですか
●品種改良は進んでいるが、最終的に何をめざしているのか／●研究の行く末
●冷夏対策の品種の研究とは逆に、暑夏対策は必要ないか？
●北海道と本州の作物の旬の違いはありますか


【B】グループで出された意見や疑問●改良品種は１代は出来ても２代目も同じにはならない事への対応は？
●寒冷地でも二毛作が出来る様な研究は進んでいるのでしょうか
●道東でも将来はお米が作れるようになりますか
●害虫の北上を防ぐ育種とは？
●作物の病気の研究はどの様に行われているのでしょうか
●麦などには芒がある。芒が無くなるのはどう重要なのか
●在来種と呼ばれる品種では自然状態で交雑ができにくいの？個別の管理が必要なのか？隔離しての採種が必要ですよね
●食品になる、必要となる遺伝子が出来る確率は何年かかりますか
●育種の中で遺伝子」組替えの話をもっと詳しく聞きたかったです
●今、大豆の組替えの話を、詳しく聞きたいです
●アフリカで自給できるお米ができた時、炊くためのきれいな水はあるのでしょうか？
●ザンビアではエボラは大丈夫でしたか？





【C】グループで出された意見や疑問●北海道のお米は寒さに強く農薬が少なくて良いが、多く取る為にどのような事をしているのか？
●病気に強く害虫されないための育種はどう進めているのですか
●寒冷地向けの米が改良され北海道の米が美味しくなったが、温暖化で新潟の米の味が落ちたと言われている。温暖化対策の米の改良は行われているのか（温かい地方の）？
●なぜアフリカの稲とアジアの稲で孫はできないのか
●遺伝子の数は50000あるけれど、どのくらい新しい品種ができそうなのか
●植物を品種改良していくと、原種が消えていってしまうのではないか？
●芒が必要と言ってましたが、鳥や虫よけになるのであれば、無くなってしまえば鳥にねらわれるのではないでしょうか
●退化と進化ですが、自然界ではどのくらいの期間でなされるのですか
●品種改良と遺伝子組かえの違い。良い点、問題点。具体的にどうやるのか
●種なしのくだものを、どの様に増やしているのか？



参加して
よかったか	とても
良かった	良かった	普通	あまり良くなかった	良くなかった	14	13	0	0	0	



内容について	やさし
すぎた	少しやさしかった	分かりやすかった	やや難しかった	難しかった	0	0	11	9	7	



今後参加
したいか	是非参加したい	参加したい	どちらとも言えない	あまり
参加したくない	参加したくない	その他	14	10	2	0	0	1	
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